
令和５年度 

（2023 年度） 

定山渓温泉街ロードヒーティング施設 

保守点検業務 

仕 様 書 

札幌市建設局土木部道路設備課 



１ 役務の概要 

定山渓温泉街の温泉水を利用した道路及び階段ヒーティングの適切な運用を確保す

るため、保守点検等を行うものである。 

２ 履行場所 

札幌市南区定山渓温泉西３丁目ほか  定山渓温泉街 

３ 履行期間 

  令和５年(2023 年)４月１日から令和６年(2024 年)３月３１日まで 

４ 業務の仕様 

  本仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築保全  

業務共通仕様書（平成 30 年版）」によるものとする。 

５ 遵守法令等 

役務の履行にあたっては本仕様書によるほか、下記の法令を遵守すること。 

(1) 道路法 

(2) 電気事業法 

(3) 労働基準法 

(4) 労働安全衛生法 

(5) 電気設備に関する技術基準及び内線規程 

(6) 酸素欠乏症等防止規則 

(7) その他関連規則等 

６ 業務対象箇所 

(1) 泉源 

(2) ポンプ室、湯の滝、月見橋 

(3) 配管等のヒーティング設備及びヒーティング設置箇所の路面 

(4) 温水ヘッダー（３６基） 

※詳細については別紙１～３のとおりとする。 

ア 別紙１「定山渓温泉街ロードヒーティング保守点検箇所」 

イ 別紙２「定山渓温泉街ロードヒーティング系統図」 

ウ 別紙３「定山渓温泉街ロードヒーティングヘッダー位置図」 

７ 業務内容 

別添１～３の点検項目「定山渓温泉街ロードヒーティング施設保守点検表」により、

異常の有無の確認及び清掃点検を行う。 



(1) 実施時期 

夏期間 

（１７９日） 
令和５年 ４月２０日 ～ 令和５年１０月１５日 

冬期間 

（１８７日） 

令和５年 ４月 １日 ～ 令和５年 ４月１９日 及び 

令和５年１０月１６日 ～ 令和６年 ３月３１日 

(2) 保守点検内容 

夏期間点検 

（別添１） 

別添１により、夏期間点検を行う。 

＜点検箇所＞ 

泉源、ポンプ室、湯の滝前歩道 

冬期間点検 

（別添２） 

別添２により、冬期間点検を行う。 

＜点検箇所＞ 

泉源、ポンプ室、湯の滝前歩道、全系統路面 

※路面及び融雪状況の点検結果を随時、委託者へ報告す

ること。点検結果に異常がある場合は速やかに報告す

ること。 

ヘッダー及び月見

橋熱交換器点検 

（年１回、別添３）

 別添３により、全３６基の温水ヘッダー及び熱交換器２ 

基の点検を行う。 

見返り坂中間部のＲＣヘッダーボックス蓋の取外し・取

付けにおいては、バックホウ（ホイール型、山積 0.45  ）

等の重機使用のこと。 

※作業にかかる交通誘導警備員の費用については、本業務

に含むものとする。 

温水回路清掃 

（年１回、別添３）

１ コンプレッサー（0.7MPa、7.5  /min）を使用して、吹

返し清掃（温水回路 1 回路毎に 30 分間）を行う。 

＜対象箇所＞ 

(1) ６号線ヘッダー          ２１回路 

(2) 中央線 No.１ヘッダー       ２６回路 

(3) 中央線 No.２ヘッダー       ３２回路 

(4) 中央線 No.３ヘッダー       ３２回路 

(5) 中央線 No.４ヘッダー       ３２回路 

(6) 観音坂 No.１Ｌ側ヘッダー      １６回路 

(7) 観音坂 No.１Ｒ側ヘッダー      ２５回路 

(8) 観音坂 No.１Ｌ側歩道ヘッダー     ７回路 

(9) 観音坂 No.２Ｌ側ヘッダー      １６回路 

(10)観音坂 No.２Ｒ側ヘッダー      ２６回路 

(11)観音坂 No.３ヘッダー        ３０回路 

(12)源泉公園前南側歩道ヘッダー    １３回路 



(13)源泉公園前車道・歩道ヘッダー   ４１回路 

２ 各空気抜弁より１回路毎に温水循環ポンプ送水による

洗管を５分間ずつ行う。 

 ＜対象箇所＞ 

国道起点部(見返坂側)ヘッダー  ３８回路 

※1 作業にかかる交通誘導警備員の費用については、本業

務に含むものとする。 

※2 閉塞回路があった際には報告書に閉塞回路数を記載す

ること。 

熱交換器清掃 

（年１回、別添３）

温泉水を排水し、洗浄用弁より上水を５分間循環させた

後、コンプレッサー（0.7MPa、7.5  /min）を使用して吹返

し清掃（30 分間）を行う。 

※清掃後は、冬期間まで熱交換器を上水で満たしておくこ

と。 

＜対象箇所＞ 

月見橋熱交換器（上流側）  １基 

（型式：LC-015A-TNHJ-11、製造番号：55-3565A） 

熱交換器プレート

洗浄 

（年１回、別添３）

１ 洗浄剤によるプレート洗浄を行う。 

２ 下記部品の交換を行う。 

  ア プレートガスケット  10 枚 

  イ D プレートガスケット  1 組 

  ウ E プレートガスケット １組 

  エ D ディスタンスピース １組 

  オ E ディスタンスピース １組 

 ※接着剤は ADHESIVE･S-1 とする。 

３ 再取り付け後、漏れ等の確認を行い、不備がある際は

調整を行う。 

※1 プレート洗浄は現地作業不可とし、自社工場等へ運搬

して実施すること。部品交換は現地作業可とする。 

※2 発生材はポンプ室に保管すること。 

※3 洗浄後は、冬期間まで熱交換器を上水で満たしておく

こと。 

＜対象箇所＞ 

月見橋熱交換器（下流側）  １基 

  (型式：LC-015A-TNHJ-11、製造番号：55-3565B) 

※機器の詳細は別紙４とする。 

保守管理緊急対応 １ 調査、立会い、故障等の緊急対応を行う。 

２ 建設局土木部及び南区土木部等が実施する道路工事等

でヒーティング設備に影響を及ぼす可能性がある場合、

調査、立会い、マーキング、技術指導等を行う。 



３ 事故等により対象設備が故障または動作不良となった

場合、またはその可能性がある場合は業務員を随時現地

に派遣すること。 

８ 故障箇所の対応 

(1) 点検実施時、緊急対応時に発見した故障等は、内容を十分検討して復旧方法を業

務主任に提案すること。部品を伴わない現場での軽微な対応、制御盤内の軽微な回

路変更、消耗品等の交換については本業務の範囲内とする。 

(2)  冬期間に発見した故障等は、直ちに現場の状況確認、仮処置を行い委託者へ報告

すること。それに伴い、緊急対応ができる人員体制を確保しておくこと。 

９ ポンプ交換 

  ポンプ室内に設置されている温泉水循環ポンプ（PH1 見返坂系統）の渦巻ポンプ 1 台

（型式：GES655CE5.5、川本製作所製）および源泉ポンプ（PH5-2 源泉 1 次系統）の渦巻

ポンプ 1 台（型式：GES655CE3.7、川本製作所製）の交換を行うこと。ポンプは消耗品

等含め受託者で用意すること。交換は冬期間開始前までに実施すること。交換後試運転

調整を行い、作業報告書（作業写真、電流値測定、流量測定、騒音・振動確認等）を提

出すること。発生材の処分について、廃棄物の処理及び清掃に関する法律等(マニフェ

スト制度)に基づき適正に処分することとし、受注者と廃棄物収集運搬及び処分業者と

の契約書の写し、マニフェストの写しを報告書に添付すること。また、処理施設につい

ては、原則として札幌市内の処理施設とし、受入条件等を確認の上、事前に委託者と協

議すること。※機器の詳細は別紙５とする。 

10 保守管理体制について 

 受託者は、下記の者を定めること。 

(1) 業務責任者 

業務遂行を指揮監督するため直接常用雇用契約関係にある者の中から業務責任者

を１人定めること。なお、業務責任者は設備の保守点検について実務経験５年以上の

者を配置すること。 

(2) 業務員 

業務員を定めること。直接雇用契約関係にある者を業務員に定めることとするが、 

特殊作業において、委託者の承諾を得た場合はその限りではない。 

(3) 受託者は、業務責任者、業務員の安全衛生教育、本業務対象設備把握のための教育 

に努めること。 

11 修繕用材料及び保守用機器 

(1) 受託者は本業務に必要な計器、工具、保守用油脂、ウエス、クリーナー等を準備す

ること。 

(2) 消耗材料は本業務に含むものとする。 



12 提出書類 

(1) 契約後の提出書類（提出部数・・・各１部） 

受託者は、契約後速やかに以下の書類を提出し、承諾を得ること。なお、履行期間 

中に内容の変更があった場合は、直ちに変更後の書類を提出し、承諾を得ること。 

ア 業務計画書 

ｱ) 業務責任者等指定通知書 

（経歴書、資格免許証写し、雇用関係を確認できる書類） 

ｲ) 保守管理体制表（会社組織系統） 

ｳ) 緊急連絡体制表（近隣関係機関等含む） 

ｴ) 業務員名簿 

（氏名、資格免許証写し、雇用関係を確認できる書類） 

ｵ) 年間工程表 

(2) 点検報告書 

点検を行った後、速やかに点検報告書を提出すること。 

(3) 作業写真 

点検報告書の提出にあわせて作業状況の写真を提出すること。 

(4) 点検により発見した不具合や対応した整備・修繕については、指定の様式に月報

とともに提出すること。 

(5) 完了届 

下記のとおり、完了届を提出すること。 

ｱ)   ４月～  ６月の業務完了時  

ｲ)   ７月～  ９月の業務完了時  

ｳ) １０月～１２月の業務完了時  

ｴ)   １月～  ３月の業務完了時  

※各期間の完了届は、業務期間の翌月速やかに提出すること。ただし、１月～３月の 

完了届については３月３１日に提出すること。 

(6) 検査 

完了届の提出から契約書に定める検査期間内に対象期間の業務報告等の書類を用 

いて検査を実施するものとする。受託者は、検査員の求めに応じ検査のために必要 

な書類等の提出と、その他必要な処置をとらなければならない。 

(7) 主務官庁に対して提出する書類 

随時、提出した書類の写しを提出すること。 

(8) (1)項から(5)項のほか、委託者より指示のある書類の提出を求められた場合は、

これに従うこと。 

13 再委託について 

 業務の「主たる部分（下記参照）」については、受託者は、これを再委託することは

できない。 

(1) 総合的な業務履行計画及び進捗管理 

(2) 日常点検業務 



  なお、前述の「主たる部分」以外については、専門業者等への再委託を可能とする 

が、再委託する業務範囲及び選考する業者については事前に委託者の承諾を得ること。 

  また、業務全体の品質・安全確保のため、委託者との協議、再委託業者の調整・指

導監督等のすべてにおいて主体的な役割を果たすこと。 

14 その他 

(1) 本仕様書に明示されていない事項については、委託者及び受託者の協議により決

定すること。 

(2) 本仕様書についての不明点等は、契約前に文書等にて確認のうえ、遺漏のないよ

うに業務を履行すること。 

(3) 業務の履行にあたっては事故等を考慮し必ず複数名で行うこと。なお、受託者の

瑕疵により生じた故障・破損及び事故等については、受託者が一切の責任を負うも

のとする。 

(4) 保守点検作業及び修繕等を実施するにあたり、第三者に対する事故を防止するた

め、安全確保の措置を取ることとする。 

また、車線規制を伴う作業の時には、立看板、カラーコーン、コーンバー等の設置 

を行い、通行車両、歩行者等の安全に十分配慮すること。 

(5) 保守点検業務以外で、緊急または臨時的に実施した作業については、内容、使用

機材、処置等について速やかに報告すること。 

(6) 本業務履行において、受託者は札幌市が運用している環境マネジメントシステム

に準じ、環境負荷の低減に努めること。 

(7) 受託者はエコドライブの推進に努めること。アイドリングストップ、ふんわりア

クセルの実施、エアコンの使用抑制、暖機運転の短縮、必要のない荷物を降ろす等

を心掛け、業務を実施すること。 

(8) 受託者は安全管理に関する事項を確実に実施すること。 

(9) 受託者は業務履行の開始までの期間に、前年度の受託者から業務の引継を受ける

とともに、機材・人員等の必要な準備を行うこと。 

また、受託者は履行期間満了又は契約解除に伴う業務の終了にあたって、委託者

及び次の受託者に対して必要な引継を行うとともに、業務開始準備に必要な協力を

行うこと。
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ポンプ支持架台仕様

外 形 寸 法 ：

材　　　 質 ：山形鋼、天板共　ＳＵＳ３０４

ポンプ参考重量：３０ｋｇ
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記号 名 称 仕 様 数量 備 考

ＰＨ－１ １

ＰＨ－２ １

ＰＨ－３ 温 泉 水 循 環 ポ ン プ １

(中央線・６号線系統)

ＰＨ－４ 温 泉 水 循 環 ポ ン プ １

(観音坂系統)

ＰＨ－５ 源 泉 ポ ン プ ２

(源泉１次系統)

自動交互並列運転

ＳＵＳ製　片吸込渦巻ポンプ　床置式

ＳＵＳ製　片吸込渦巻ポンプ　床置式

ＳＵＳ製　片吸込渦巻ポンプ　床置式

１ＰＨ－６ 温 泉 水 ポ ン プ

(足つぼの湯系統)

ＳＵＳ製　ラインポンプ

　機器一覧表　

ＳＰ防振架台、呼水じょうご共

ＳＰ防振架台、呼水じょうご共

ＳＰ防振架台、呼水じょうご共

温 泉 水 循 環 ポ ン プ

(温泉坂系統)

ＳＵＳ製　片吸込渦巻ポンプ　床置式

ＳＰ防振架台、呼水じょうご共

温 泉 水 循 環 ポ ン プ ＳＵＳ製　片吸込渦巻ポンプ　床置式

(見返坂系統)

ＳＰ防振架台、呼水じょうご共

４０φ×１５Ｌ／ｍｉｎ×２４ｍ×３φ×２００Ｖ×１.５ｋｗ

１

ＰＨ－１ポンプ記号：

名　称 仕　様

バタフライバルブ

配管付属品数量表

数量

２

チャッキバルブ

防　振　継　手

１

２

内外面ｺﾞﾑ:EPDM 耐熱温度80℃

温　　度　　計 １

１流　　量　　計

口径 80Ａ　耐熱温度80℃

現場指示計  表示方法 Ｌ/ｍｉｎ

流体流れ方向　下→上

圧力計・連成計

ＰＨ－２ポンプ記号：

名　称 仕　様

バタフライバルブ

配管付属品数量表

数量

２

チャッキバルブ

防　振　継　手

１

２

内外面ｺﾞﾑ:EPDM 耐熱温度80℃

１

温　　度　　計 １

１

合成ゴム製　(１山)　８０Ａ

口径 80Ａ　耐熱温度80℃

本体SUS316  要部 SCS14

現場指示計  表示方法 Ｌ/ｍｉｎ

流体流れ方向　下→上

圧力計・連成計

ＰＨ－３ポンプ記号：

名　称 仕　様

バタフライバルブ

配管付属品数量表

数量

２

チャッキバルブ

防　振　継　手

１

２

ＰＨ－５ポンプ記号：

名　称 仕　様

バタフライバルブ

配管付属品数量表

数量

４

チャッキバルブ

防　振　継　手

２

４

内外面ｺﾞﾑ:EPDM 耐熱温度80℃内外面ｺﾞﾑ:EPDM 耐熱温度80℃

流　　量　　計 １ 流　　量　　計

口径 100Ａ　耐熱温度80℃

本体SUS316  要部 SCS14

現場指示計  表示方法 Ｌ/ｍｉｎ

流体流れ方向　下→上

２

口径 80Ａ　耐熱温度80℃

本体SUS316  要部 SCS14

現場指示計  表示方法 Ｌ/ｍｉｎ

流体流れ方向　下→上

温　　度　　計 １

１

温　　度　　計 ２

２

合成ゴム製　(１山)　８０Ａ 合成ゴム製　(１山)　１００Ａ

圧力計・連成計 圧力計・連成計

バタフライバルブ ２11 源泉ポンプミキシング（夏冬切替用）

ダイヤフラムバルブ
ダイヤフラム：ＥＰＤＭ

流　　量　　計

流　　量　　計

口径 100Ａ　耐熱温度80℃
本体SUS316 要部 SCS14

現場指示計  表示方法 Ｌ/ｍｉｎ

１

１

現場指示計  表示方法 Ｌ/ｍｉｎ

本体SUS316 要部 SCS14
口径 100Ａ　耐熱温度80℃

8

9

10

バタフライバルブ12 １ 源泉・返湯槽連通時（夏冬切替用）

足つぼの湯系統　源泉吸い込み・温度調整管

備　　　　考

管路・水槽廻り

名　称 仕　様

バタフライバルブ

配管付属品数量表

数量

２

２

２

１

１

バタフライバルブ

バタフライバルブ

定  流  量  弁

定  流  量  弁

源泉槽・返湯槽返湯管

返湯槽ミキシング管

２次ポンプ吸込管

定  流  量  弁
SUS316製 (10KF) 25A

１

流量固定式　取付姿勢　水平

流量固定式　取付姿勢　水平

1

2

3

4

5

6

SUS316製 (10KF) 80A

SUS316製 (10KF) 100A
流量固定式　取付姿勢　垂直

圧力計・連成計

ＰＨ－４ポンプ記号：

名　称 仕　様

バタフライバルブ

配管付属品数量表

数量

２

チャッキバルブ

防　振　継　手

１

２

ＰＨ－６ポンプ記号：

名　称 仕　様

配管付属品数量表

数量

２

チャッキバルブ

防　振　継　手

１

２

内外面ｺﾞﾑ:EPDM 耐熱温度80℃ 内外面ｺﾞﾑ:EPDM 耐熱温度80℃

バタフライバルブ

流　　量　　計 １ 流　　量　　計

口径 25Ａ　耐熱温度80℃

本体SUS316  要部 SCS14

現場指示計  表示方法 Ｌ/ｍｉｎ

流体流れ方向　右→左

１

口径 80Ａ　耐熱温度80℃

本体SUS316  要部 SCS14

現場指示計  表示方法 Ｌ/ｍｉｎ

流体流れ方向　下→上

温　　度　　計 １

１

温　　度　　計 １

１

合成ゴム製　(１山)　８０Ａ 合成ゴム製　(１山)　４０Ａ

圧力計・連成計

バタフライバルブ7 ２ ロードヒーティング返湯管

屋外階段散水管３

GES-655-C5.5

GES-655-C5.5

(㈱川本製作所)

GES-505-C5.5

GES-505-C5.5

GES-655-C3.7

PSS-405-1.5

(㈱川本製作所)

(㈱川本製作所)

(㈱川本製作所)

(㈱川本製作所)

(㈱川本製作所)

流　　量　　計

(日本フローセル㈱)
FM-350

(日本フローセル㈱)
FM-350

(日本フローセル㈱)
FM-350

(日本フローセル㈱)
FM-350

(日本フローセル㈱)

源泉ポンプ吐出管

返湯ミキシング管 設定流量　３００Ｌ／ｍｉｎ

足つぼの湯系統管 設定流量　　１５Ｌ／ｍｉｎ

源泉１次吸込管
流体流れ方向　左→右

返湯ミキシング管
流体流れ方向　左→右

FM-350

FM-350

(日本フローセル㈱)

(日本フローセル㈱)

FM-350 (日本フローセル㈱)

HCY (日本フローセル㈱)

HCY

HCY

(日本フローセル㈱)

(日本フローセル㈱)

FM-355

６５φ×５０φ×２５０Ｌ／ｍｉｎ×３１ｍ×３φ×２００Ｖ×５.５ｋｗ

６５φ×５０φ×３２０Ｌ／ｍｉｎ×４３ｍ×３φ×２００Ｖ×５.５ｋｗ

６５φ×５０φ×５８０Ｌ／ｍｉｎ×　９ｍ×３φ×２００Ｖ×３.７ｋｗ

５０φ×４０φ×２８０Ｌ／ｍｉｎ×４０ｍ×３φ×２００Ｖ×５.５ｋｗ

５０φ×４０φ×２５０Ｌ／ｍｉｎ×４１ｍ×３φ×２００Ｖ×５.５ｋｗ

設定流量　５８０Ｌ／ｍｉｎ

源泉汲上げ量

名　称 数量仕様及び付属品 備　考

衛生器具表

横　水　栓 １

温　　泉 　 管

配 管 凡 例

種　　別 記　　号 管　　　　　種

雨    水    管 ８０ 配管用炭素鋼々管(白)

ポリブデン管
７５ＰＢ

給    水    管 ２０ 硬質塩ビライニング鋼管(黒)

特記事項

４．屋外階段用散水管は温泉坂系統主管より分岐取り出しとし、保温は

ロードヒーティング系統

系　　　統

ＰＨ－５ポンプにより汲上げ

源泉汲上げ量

備　　　　考汲上流量

で流量制御・監視を行う。

足つぼの湯系統 ＰＨ－６ポンプにより汲上げ
③定流量弁にて
で流量制御・監視を行う。

≦許可水量

　２階平面詳細図　Ｓ＝１／５０　

　１階天井配管平面詳細図　Ｓ＝１／５０　

　１階床配管平面詳細図　Ｓ＝１／５０　

Ｔ２８ＡＵＮ１３　　　自動接手付 ＴＯＴＯ

５６０Ｌ／ｍｉｎ

①－②定流量弁にて
５８０Ｌ／ｍｉｎ－３００Ｌ／ｍｉｎ＝２８０Ｌ／ｍｉｎ

１５Ｌ／ｍｉｎ

５７５Ｌ／ｍｉｎ ６４０Ｌ／ｍｉｎ

１００ＰＢ×２

１００ＰＢ×２

水槽通気管

７５ＰＢ×４

１００ＰＢ×２

７５ＰＢ

１００ＰＢ

ＷＰＭ－Ａ　６００φ
鋳鉄製密閉形マンホール蓋

以降屋外配管図参照

水槽通気管

１００ＰＢ×２

ＢＤ

～２箇所

８０

２０ＰＢ
ﾊﾟｲﾌﾟ側面を
数カ所孔明け(共通)

(屋外露出)

２５ＰＢ
(階段下埋設)

(屋外露出)２０ＰＢ
２５ＰＢ
(階段下露出)

７５ＰＢ×２

７５ＰＢ×２

以降屋外配管図参照

１００ＰＢ,１００ＰＢ

１００ＰＢ,１００ＰＢ,１００ＰＢ

ＰＨ

５

ＰＨ

１

ＰＨ

２

ＰＨ

３

ＰＨ

４

×２

ＰＨ

６

４０ＰＢ

排水を屋外へ放流

８０

１００ＰＢ

作業用通路（別途建築工事）

１００ＰＢ

１００ＰＢ

１００ＰＢ

１００ＰＢ

５０

緊急排水用配管５０Ａ
流量計

雨水を屋外へ放流

(緊急時以外常時閉)

ＦＬ＋２,０００

２５ＰＢ

１００ＰＢ

６５ＰＢ

１００ＰＢ

ＧＶ(5Ｋ)５０

２０ＳＵ

５

６

４

８

２０ＶＡ

温
泉

往
管

(観
音

坂
系

統
)

温
泉

往
管

(中
央

線
系

統
)

返
湯

管
(中

央
線

・
観

音
坂

)
返

湯
管

(見
返

坂
・

温
泉

坂
)

２０ＰＢ
(屋外露出)

散水管端部ｷｬｯﾌﾟ止

散水管端部ｷｬｯﾌﾟ止

(階段下露出)
２５ＰＢ散水管端部ｷｬｯﾌﾟ止

散水管端部

７５ＰＢ×２

１００ＰＢ×２

１００ＰＢ
１００ＰＢ

１００ＰＢ

１００ＰＢ

７５ＰＢ×２

７５ＰＢ

７５ＰＢ

１００ＰＢ
１００ＰＢ

１００ＰＢ

×２７

２５ＰＢ
(階段下埋設)

１００ＰＢ

８０

１００ＰＢ

１００ＰＢ

７５ＰＢ

７５ＰＢ

７５ＰＢ

７５ＰＢ

８０

ＧＶ・ＣＶ２０

９

８
５０ＰＢ

１

７５ＰＢ

７５ＰＢ

７５ＰＢ

７５ＰＢ

１００ＰＢ

１００ＰＢ

２０Ｐｅ

２５ＰＢ

２５ＰＢ
２５ＰＢ

６５ＰＢ

６５ＰＢ

６５ＰＢ

３

２５ＰＢ
２０ＶＡ

２

２

１

12

10

11

11

源
泉

返
湯

管
(源

泉
へ

)

源
泉

吸
込

管

足
つ

ぼ
の

湯
温

泉
管

(足
つ

ぼ
の

湯
へ

)

足
つ

ぼ
の

湯
吸

込
管

(源
泉

よ
り

)

給
水
管オ

ー
バ

ー
ブ

ロ
ー

管
(河

川
へ

)

２５ＰＢ,２５ＰＢ

屋
外

階
段

散
水

管

１００ＰＢ

横水栓 ＳＦ－２（Ｆ－１２）１３ｍ／ｍ

２５ＰＢ,２０ＶＡ

２５ＰＢ,２０ＶＡ

ＳＵＳ防虫網１００φ
～２箇所

２５ＰＢ

１００ＰＢ

２５ＰＢ

ＢＯ－１ＡＡ　８０

２０ＰＢ
(屋外露出)

(階段下埋設)

２０ＰＢ
(屋外露出)

温
泉

往
管

(見
返

坂
系

統
)

温
泉

往
管

(温
泉

坂
系

統
)

８０

ＧＶ２０(ＳＣＳ１４)×４

ＡＶ２０×２
ＧＶ２０(ＳＣＳ１４)×２

ｷｬｯﾌﾟ止

２０ＨＴＬＰ×４

２０ＨＴＬＰ×２

８０ＨＴＬＰ
８

ＣＶ２０(樹脂製)

ＧＶ(１０Ｋ)２０

６５ＰＢ

１００ＨＴＬＰ

１００ＨＴＬＰ

８０ＨＴＬＰ

８０ＨＴＬＰ

８０ＨＴＬＰ

(階段下埋設)
ＳＯ－１Ａ５０

５０ＶＰ

最大目盛　５００ Ｌ/ｍｉｎ

最大目盛　５００ Ｌ/ｍｉｎ

最大目盛　４００ Ｌ/ｍｉｎ

最大目盛　４００ Ｌ/ｍｉｎ 最大目盛　１５ Ｌ/ｍｉｎ

最大目盛　８００ Ｌ/ｍｉｎ

最大目盛　８００ Ｌ/ｍｉｎ

最大目盛　８００ Ｌ/ｍｉｎ

　１５Ｌ／ｍｉｎ

本体SUS316  要部 SCS14

合成ゴム製　(１山)　８０Ａ

フランジ:10KF SUS316

フランジ:10KF SUS316

SUS316製（保護管）

SUS316製（要部）

SUS316製（保護管）

SUS316製（要部）

フランジ:10KF SUS316

フランジ:10KF SUS316

フランジ:10KF SUS316

フランジ:10KF SUS316

SUS316製（保護管）

SUS316製（要部） SUS316製（要部）

SUS316製（保護管）

フランジ:10KF SUS316

フランジ:10KF SUS316

フランジ:10KF SUS316 フランジ:10KF SUS316

フランジ:10KF SUS316フランジ:10KF SUS316

SUS316製（要部） SUS316製（要部）

SUS316製（保護管）SUS316製（保護管）

フランジ:10KF SUS316

フランジ:10KF SUS316

２．源泉返湯管および水槽オーバーブロー管は保温無し

１．給水管系統の配管附属品は管端防食コア内蔵青銅弁(ＪＩＳ１０Ｋ)

３．水槽用通気管の外壁より１.５ｍまでは防露施工

　　無し

５．返湯槽内の給水管は、ステンレス管

ＡＶ２０×４（ＳＵＳ） 樹脂製 PP ギヤ式 (10K) ８０Ａ

樹脂製 PP (10K) ８０Ａ

樹脂製 PP ギヤ式 (10K) ８０Ａ

樹脂製 PP (10K) ８０Ａ

樹脂製 PP ギヤ式 (10K) ８０Ａ

樹脂製 PP (10K) ８０Ａ

樹脂製 PP (10K) ８０Ａ

樹脂製 PP ギヤ式 (10K) ８０Ａ

樹脂製 PP ギヤ式 (10K) １００Ａ

樹脂製 PP (10K) １００Ａ

樹脂製 PP ギヤ式 (10K) ４０Ａ

樹脂製 PP (10K) ４０Ａ

樹脂製 PP ギヤ式 (10K) 100A

樹脂製 PP ギヤ式 (10K) 100A

樹脂製 PP ギヤ式 (10K) 100A

樹脂製 PP ギヤ式 (10K) 100A

樹脂製 PP(10K) ２５Ａ

樹脂製 PP レバー式 (10K) 80A

樹脂製 PP ギア式 (10K) 100A

別紙５



令和 年 月 日 ～ 月 日

設備

日 月 火 水 木 金 土

 日：漏洩、外観の確認
 日：開度状況、漏洩の確認
 日：開度状況、漏洩の確認
 日：漏洩、外観の確認
 日：漏洩、外観の確認

 年：絶縁測定

 日：周辺の清掃、異常の有無  　
 日：外壁、建具破損の有無　　  　
 日：整理整頓、清掃の有無　　  　

日 月 火 水 木 金 土
 日：運用状況の確認

 年：水漏れ振動等の確認、絶縁測定

　　特記事項（異常内容・処置内容） 　 点検範囲外

定山渓温泉街ﾛｰﾄﾞﾋｰﾃｨﾝｸﾞ施設保守点検表（夏期間点検）

№1

設　備　機　器 点　検　整　備　項　目 記 号 備　考

泉

源

泉源外構周辺  月：周辺の清掃、異常の有無  　
配管（露出部）  月：漏洩、外観、周囲可燃物の確認
配管支持金物  月：支持状況、外観の確認
配管継ぎ手  月：漏洩、外観の確認

設備 設　備　機　器 点　検　整　備　項　目
記  号

ポ

ン

プ

室

源泉ポンプ 1

 日：異常音 、 温度、圧力計、漏水、
　　　振動等の確認

源泉ポンプ 2
温水循環ポンプ 1
温水循環ポンプ 2
温水循環ポンプ 3
温水循環ポンプ 4
温水循環ポンプ 5
月見橋循環ポンプ
ポンプ防振継手
温水吐出弁
温水循環切替弁
温水配管
温水循環ヘッダー各弁類
引込開閉盤、分電盤  日：異常音、異臭、施錠状況等の確認

自動制御盤
 日：表示灯、発熱、異常音、異臭、
　　　外部の損傷、汚損の有無

月見橋循環ポンプ盤
 日：表示灯、発熱、異常音、異臭、
　　　外部の損傷、汚損の有無

月見橋ロードヒーティング圧力監視盤
 日：表示灯、発熱、異常音、異臭、
　　　外部の損傷、汚損の有無

動力盤

 日：表示灯、発熱、異常音、異臭、
　　　外部の損傷、汚損の有無
 日：電流値指示状況の確認

返湯槽  日：槽内部の確認、電極棒の確認
源泉槽  日：槽内部の確認、電極棒の確認
ポンプ室外構周辺(外灯等）
ポンプ室建屋　　　
ポンプ室内部　　　

設備 設　備　機　器 点　検　整　備　項　目
記  号

湯
の
滝
前

歩
道

湯の滝

温泉水循環ポンプ（ＰＨ-1）　　　
記 号 備　考

 月：電流値指示状況の確認

記号凡例 異常なし ：  異常有り ： × 処置済み ： ○ 整備必要 ： △

金曜 土曜

点  検  者

日曜 月曜 火曜 水曜 木曜

別添１



令和 年 月 日 ～ 月 日

設備

日 月 火 水 木 金 土

 日：漏洩、外観の確認
 日：開度状況、漏洩の確認
 日：開度状況、漏洩の確認
 日：漏洩、外観の確認
 日：漏洩、外観の確認

 年：絶縁測定

 日：周辺の清掃、異常の有無  　
 日：外壁、建具破損の有無　　  　
 日：整理整頓、清掃の有無　　  　

日 月 火 水 木 金 土
 日：運用状況の確認

　　特記事項（異常内容・処置内容） 　 点検範囲外

定山渓温泉街ﾛｰﾄﾞﾋｰﾃｨﾝｸﾞ施設保守点検表（冬期間点検）

№1

設　備　機　器 点　検　整　備　項　目 記 号 備　考

泉

源

泉源外構周辺  月：周辺の清掃、異常の有無  　
配管（露出部）  月：漏洩、外観、周囲可燃物の確認
配管支持金物  月：支持状況、外観の確認
配管継ぎ手  月：漏洩、外観の確認

設備 設　備　機　器 点　検　整　備　項　目
記  号

ポ

ン

プ

室

源泉ポンプ 1

 日：異常音 、 温度、圧力計、漏水、
　　　振動等の確認

源泉ポンプ 2
温水循環ポンプ 1
温水循環ポンプ 2
温水循環ポンプ 3
温水循環ポンプ 4
温水循環ポンプ 5
月見橋循環ポンプ
ポンプ防振継手
温水吐出弁
温水循環切替弁
温水配管
温水循環ヘッダー各弁類
引込開閉盤、分電盤  日：異常音、異臭、施錠状況等の確認

自動制御盤
 日：表示灯、発熱、異常音、異臭、
　　　外部の損傷、汚損の有無

月見橋循環ポンプ盤
 日：表示灯、発熱、異常音、異臭、
　　　外部の損傷、汚損の有無

月見橋ロードヒーティング圧力監視盤
 日：表示灯、発熱、異常音、異臭、
　　　外部の損傷、汚損の有無

動力盤

 日：表示灯、発熱、異常音、異臭、
　　　外部の損傷、汚損の有無
 日：電流値指示状況の確認

返湯槽  日：槽内部の確認、電極棒の確認
源泉槽  日：槽内部の確認、電極棒の確認
ポンプ室外構周辺(外灯等）
ポンプ室建屋　　　
ポンプ室内部　　　
夏冬切替バルブ（足つぼの湯系統）  年：漏洩、外観、切り替えの確認

設備 設　備　機　器 点　検　整　備　項　目
記  号

湯
の
滝
前
歩
道

湯の滝

温泉水循環ポンプ（ＰＨ-1）　　　
記 号 備　考

 月：電流値指示状況の確認
夏冬切替バルブ（マンホール内）  年：漏洩、外観、切り替えの確認

記号凡例 異常なし ：  異常有り ： × 処置済み ： ○ 整備必要 ： △

金曜 土曜

点  検  者

日曜 月曜 火曜 水曜 木曜

別添２



令和 年 月 日 ～ 月 日

設備 日 月 火 水 木 金 土

 日：路面材の外観の異常

 日：漏洩等の異常

 日：路面材の外観の異常

 日：漏洩等の異常

 日：路面材の外観の異常

 日：漏洩等の異常

 日：路面材の外観の異常

 日：漏洩等の異常

 日：路面材の外観の異常

 日：漏洩等の異常

 日：路面材の外観の異常

 日：漏洩等の異常

 日：路面材の外観の異常

 日：漏洩等の異常

 日：路面材の外観の異常

 日：漏洩等の異常

 日：路面材の外観の異常

 日：漏洩等の異常

記号凡例 異常なし ：  異常有り ： × 処置済み ： ○ 整備必要 ： △

定山渓温泉街ﾛｰﾄﾞﾋｰﾃｨﾝｸﾞ施設保守点検表（冬期間点検）

№2

設　備　機　器 点　検　整　備　項　目

定
山
渓

中
央
線

融雪状況  日：融雪状況の確認

路面材

ヒーティングパイプ

定
山
渓
温
泉
街

１
号
線

融雪状況  日：融雪状況の確認

路面材

ヒーティングパイプ

定
山
渓
温
泉
街

２
号
線

融雪状況  日：融雪状況の確認

路面材

ヒーティングパイプ

定
山
渓
温
泉
街

３
号
線

融雪状況  日：融雪状況の確認

路面材

ヒーティングパイプ

定
山
渓
温
泉

連
絡
線

融雪状況  日：融雪状況の確認

路面材

ヒーティングパイプ

定
山
渓
温
泉
街

５
号
線

融雪状況  日：融雪状況の確認

路面材

ヒーティングパイプ

観
音
坂

融雪状況  日：融雪状況の確認

路面材

ヒーティングパイプ

定
山
渓
温
泉
街

６
号
線

融雪状況  日：融雪状況の確認

路面材

ヒーティングパイプ

月
見
橋

融雪状況  日：融雪状況の確認

路面材

ヒーティングパイプ



別添　３

令和 年 月 日 ～ 月 日

設備

 外観、変形、崩壊等の確認

 外観の確認

 支持状況、外観の確認

温水による洗管 温水回路（38回路）
 外観、変形、崩壊等の確認

 外観の確認

 エア抜き確認

 支持状況、外観の確認

 外観、腐食、変形等の確認

 外観の確認

 支持状況、外観の確認

温水による洗管 温水回路
 外観、腐食、変形等の確認 南側歩道　13回路
 外観の確認

車道・歩道　41回路
 支持状況、外観の確認

 外観、腐食、変形等の確認

 外観の確認

 支持状況、外観の確認

 外観の確認 ヘッダー２基
 吹き返し清掃 温水回路（26回路）
 外観、腐食、変形等の確認

 外観の確認

 支持状況、外観の確認

閉塞　　　　回路

ヘッダー２基

 外観の確認 ヘッダー１基

閉塞　　　　回路

閉塞　　　　回路

ヘッダー２基

 外観の確認 ヘッダー１基

 外観の確認 ヘッダー４基

 外観の確認

閉塞　　　　回路

国
道
起
点
部

(

国
道
側

)

国
道
起
点
部

(

見
返
り
坂
側

)

 外観の確認

支持金物、配管継ぎ手類

 外観の確認

 外観の確認

ＲＨヘッダー

温水回路

鋼製ヘッダーボックス

ボールバルブ

バタフライ弁

備　　考

エア抜き弁20Ａ（返）
 エア抜き確認

エア抜き弁20Ａ
 エア抜き確認

エア抜き弁20Ａ

ＲＨヘッダー

 外観の確認

 外観の確認

 エア抜き確認

 外観の確認

支持金物、配管継ぎ手類

洗浄弁20Ａ（往）  外観の確認

自動エア抜き弁20Ａ（返）

鋼製ヘッダーボックス

ボールバルブ

ＲＣヘッダーボックス

ボールバルブ

ＲＨヘッダー

支持金物、配管継ぎ手類

ＲＨヘッダー

 エア抜き確認

設　備　機　器

源
泉
公
園
前

支持金物、配管継ぎ手類

ボールバルブ

エア抜き弁20Ａ

洗浄弁20Ａ（往）

洗浄弁20Ａ

見
返
り
坂
中
間
部
支持金物、配管継ぎ手類

ボールバルブ

点　検　整　備　項　目

ＲＣヘッダーボックス

ＲＨヘッダー

ＲＨヘッダー

鋼製ヘッダーボックス

ボールバルブ

 外観の確認

温水回路

洗浄弁20Ａ

ＲＣヘッダーボックス

記号

 外観の確認

定山渓温泉街ﾛｰﾄﾞﾋｰﾃｨﾝｸﾞ施設保守点検表
（ヘッダー及び熱交換機点検、温水回路清掃）

№１

湯
の
滝
前

 外観の確認

 外観の確認

支持金物、配管継ぎ手類

温水回路

中
央
線
№
１

（
源
泉
公
園
前

）



別添　３

令和 年 月 日 ～ 月 日

設備

 吹き返し清掃 温水回路（32回路）
 外観、腐食、変形等の確認

 外観の確認

 支持状況、外観の確認

 吹き返し清掃 温水回路（32回路）
 外観、腐食、変形等の確認

 外観の確認

 支持状況、外観の確認

 吹き返し清掃 温水回路（32回路）
 外観、腐食、変形等の確認

 外観の確認

 支持状況、外観の確認

ＲＨヘッダー  外観の確認 ヘッダー２基
 吹き返し清掃 温水回路（21回路）
 外観、腐食、変形等の確認

 外観の確認

 支持状況、外観の確認

閉塞　　　　回路

閉塞　　　　回路

閉塞　　　　回路

閉塞　　　　回路

ヘッダー２基

ヘッダー２基

 外観の確認 ヘッダー２基

 外観の確認

点　検　整　備　項　目

 外観の確認

 外観の確認

自動エア抜き弁20Ａ（返）

 外観の確認

 外観の確認

 外観の確認

ボールバルブ

洗浄弁20Ａ（往）

洗浄弁20Ａ（往）

設　備　機　器

支持金物、配管継ぎ手類

バタフライ弁

バタフライ弁

洗浄弁20Ａ（往）

 外観の確認

支持金物、配管継ぎ手類

ボールバルブ

鋼製ヘッダーボックス

温水回路

 外観の確認

ＲＨヘッダー

自動エア抜き弁20Ａ（返）
 エア抜き確認

 外観の確認

 エア抜き確認

№２

定山渓温泉街ﾛｰﾄﾞﾋｰﾃｨﾝｸﾞ施設保守点検表
（ヘッダー及び熱交換機点検、温水回路清掃）

中
央
線
№
3

（
花
も
み
じ
前

）

記号 備　　考

中
央
線
№
2

（
定
山
渓
ホ
テ
ル
前

）

バタフライ弁  外観の確認

鋼製ヘッダーボックス

ボールバルブ

バタフライ弁

温水回路

洗浄弁20Ａ（往）

鋼製ヘッダーボックス

 外観の確認

 外観の確認

 エア抜き確認

支持金物、配管継ぎ手類

ボールバルブ

６
号
線

 外観の確認

温水回路

支持金物、配管継ぎ手類

自動エア抜き弁20Ａ（返）

ＲＨヘッダー

 外観の確認

 エア抜き確認

温水回路

中
央
線
№
4

鋼製ヘッダーボックス

ＲＨヘッダー

自動エア抜き弁20Ａ（返）



別添　３

令和 年 月 日 ～ 月 日

 吹き返し清掃 温水回路
 外観、腐食、変形等の確認 Lヘッダー　16回路
 外観の確認

Rヘッダー　25回路

 支持状況、外観の確認

 吹き返し清掃 温水回路（7回路）
 外観の確認

 支持状況、外観の確認

 吹き返し清掃 温水回路
 外観、腐食、変形等の確認 Lヘッダー　16回路
 外観の確認

Rヘッダー　26回路

 支持状況、外観の確認

閉塞　　　　回路

閉塞　　　　回路

閉塞　　　　回路

閉塞　　　　回路

閉塞　　　　回路

洗浄弁20Ａ（往）  外観の確認

支持金物、配管継ぎ手類

温水回路

ヘッダー４基

鋼製ヘッダーボックス

ボールバルブ

バタフライ弁  外観の確認

 エア抜き確認

洗浄弁20Ａ（往）  外観の確認

支持金物、配管継ぎ手類

観
音
坂
№
２

ＲＨヘッダー  外観の確認

自動エア抜き弁20Ａ（返）
 外観の確認

 エア抜き確認

ヘッダー２基

温水回路

ボールバルブ

バタフライ弁  外観の確認

観
音
坂
№
1
L
側
歩
道

ＲＨヘッダー  外観の確認

自動エア抜き弁20Ａ（返）
 外観の確認

ヘッダー４基

自動エア抜き弁20Ａ（返）
 エア抜き確認

 外観の確認

 外観の確認

支持金物、配管継ぎ手類

 外観の確認

定山渓温泉街ﾛｰﾄﾞﾋｰﾃｨﾝｸﾞ施設保守点検表
（ヘッダー及び熱交換機点検、温水回路清掃）

№３

観
音
坂
№
１

ＲＨヘッダー

洗浄弁20Ａ（往）

鋼製ヘッダーボックス

ボールバルブ

バタフライ弁  外観の確認

温水回路



別添　３

令和 年 月 日 ～ 月 日

設備

 吹き返し清掃 温水回路（30回路）
 外観、腐食、変形等の確認

 外観の確認

 支持状況、外観の確認

 外観、腐食、変形等の確認

 外観の確認

 支持状況、外観の確認

 外観、腐食、変形等の確認

 外観の確認

 支持状況、外観の確認

 外観の確認

 清掃

 外観の確認

 外観の確認

 外観の確認
 プレート洗浄

 清掃

 外観の確認

 外観の確認

　　特記事項（異常内容・処置内容）

ヘッダー２基

洗浄弁20Ａ（往）  外観の確認

支持金物、配管継ぎ手類

 外観の確認

閉塞　　　　回路鋼製ヘッダーボックス

ボールバルブ

鋼製ヘッダーボックス

ボールバルブ

バタフライ弁  外観の確認

自動エア抜き弁20Ａ（返）
 エア抜き確認

記号 備　　考

月
見
橋
下
流
側

ＲＨヘッダー  外観の確認 ヘッダー２基

 外観の確認

定山渓温泉街ﾛｰﾄﾞﾋｰﾃｨﾝｸﾞ施設保守点検表
（ヘッダー及び熱交換機点検、温水回路清掃）

№４

設　備　機　器 点　検　整　備　項　目

観
音
坂
№
３

ＲＨヘッダー  外観の確認

自動エア抜き弁20Ａ（返）
 外観の確認

 エア抜き確認

洗浄弁20Ａ（往）  外観の確認

支持金物、配管継ぎ手類

バタフライ弁

 外観の確認 ヘッダー２基

 外観の確認

ＲＨヘッダー

鋼製ヘッダーボックス

ボールバルブ

バタフライ弁

 エア抜き確認

 外観の確認

洗浄弁20Ａ（往）

自動エア抜き弁20Ａ（返）

 外観の確認

支持金物、配管継ぎ手類

月
見
橋
上
流
側

点  検  者

金曜 土曜木曜日曜 月曜 火曜 水曜

処置済み ： ○記号凡例 異常なし ：  異常有り ： × 整備必要 ： △

上流側熱交換器１基

洗浄弁

不凍液補充用弁  外観の確認

熱交換器

温水回路

配管継ぎ手類

配管継ぎ手類

月
見
橋
熱
交
換
器
熱交換器

 基礎・固定部の確認 下流側熱交換器１基

洗浄弁

不凍液補充用弁  外観の確認

 基礎・固定部の確認


